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2 不定期 集中･不定期

　 実験

該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展さ 異分野を含めて，学内外の知識人とのディスカッションを通し
せるための幅広い見識と健全な倫理観 て，これからの日本の科学技術・産業の方向性，特にこれから

の蓄電池の在り方について意見が述べられるようになる。
⇔

【専攻】環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野 蓄電池材料の構造解析における先端計測や大規模計算，機械学
の高度な専門知識と実践的技術力 習に関する専門知識と，それらを実践する基礎的技術力を身に

付ける。
⇔

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 学会や学内外での合同ゼミ，さらに産学共同研究を推進する戦
とグローバルな情報発信能力 略パートナー企業やMOU締結先のCNRS-ICGMの研究者との協働や

ディスカッションを通して，さまざまな課題に対処できる高い
情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力を身につける。

⇔

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 最先端の蓄電材料研究を通して，学会発表や学術論文としてま
明できる批判的思考力 とめることを通して，専門知識に基づいて自らの思考や妥当性

を論理的に説明できる批判的思考力を身につける。
⇔

(2)授業の概要 各担当教員による少人数グループでの先進材料化学の各種応用実験を実施する。各種応用実験の成果を
レポートにまとめ，最終プレゼンテーションおよびそのディスカッションを受講生全員で実施する。実
験の実施形態は通年不定期で，前期４０時間，後期４０時間の合計８０時間とする。

(3)授業計画 第１回（前期１０時間分）　ガイダンス，機能物質化学の応用実験準備および解説
第２回（前期１０時間分）　機能物質化学(リチウムイオン伝導体)の応用実験および考察
第３回（前期１０時間分）　機能物質化学(ナノカーボン)の応用実験および考察
第４回（前期１０時間分）　機能物質化学(自己組織化単分子膜)の応用実験および考察
第５回（後期１０時間分）　機能物質化学の横断的応用実験準備および解説
第６回（後期１０時間分）　機能物質化学(リチウムイオン伝導体と異分野融合)の応用実験および考察
第７回（後期１０時間分）　機能物質化学(ナノカーボンと異分野融合)の応用実験および考察
第８回（後期１０時間分）　機能物質化学(自己組織化単分子膜と異分野融合)の応用実験および考察

(4)成績評価の方
法

プレゼンテーション，ディスカッションにより総合評価する。

(5)成績評価の基
準

合計の成績が90点以上の場合，授業の到達目標の水準から見て｢卓越している｣と見なし，秀とする。
80-89点では｢かなり上にある｣と見なし，優とする。70-79点では｢上にある｣と見なし良とする。60-69点
では｢水準にある｣と見なし，可とする。59-50点以下では水準より｢やや下にある｣と見なし，不可(D)と
する。49点以下では｢水準にない｣と見なし，不可(F)とする。

(6)事前事後学習
の内容

配布プリントの該当箇所を読み，疑問点をまとめておくこと．

(7)履修上の注意 理系基礎科目である化学，物理，数学とともに，英語の履修は必須である。

(8)質問,相談への
対応

質問等は毎授業終了後に受け付ける。

(9)その他

【教科書】

【参考書】 Nature Publishing Group，AAAS，American Chemical Society，Royal Society of Chemistryなどが発行す
る学術英文誌
固体中の拡散（丸善）：¥ 10,584
ペロブスカイト物質の科学（化学同人）：¥ 8,000


